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【
大
阪
高
裁
平
成
一
二
年
五
月
一
一
日
判
決
・
一
審
控
訴
審
合
体
版
】

平
成
一
二
年
五
月
一
一
日
判
決
言
渡

平
成
一
一
年
（
ネ
）
第
一
五
〇
一
号
（
甲
事
件

、
第
一
五
〇
二
号
（
乙
事
件
）
各
損
害
賠
償
請
求
控
訴

）

事
件
（
原
審
・
大
阪
地
方
裁
判
所
平
成
九
年
（
ワ
）
第
一
〇
四
三
七
号
）

判

決

東
京
都
中
央
区
日
本
橋
茅
場
町
二
丁
目
一
六
番
一
号

山
一
證
券
株
式
会
社
破
産
管
財
人
室

甲
事
件
控
訴
人
（
乙
事
件
被
控
訴
人
。
以
下
「
控
訴
人
」
と
い
う

）
。

破
産
者
山
一
證
券
株
式
会
社
破
産
管
財
人

松

嶋

英

機

右
訴
訟
代
理
人
弁
護
士

吉

田

清

悟

大
阪
市
阿
倍
野
区
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甲
事
件
被
控
訴
人
（
乙
事
件
控
訴
人
。
以
下
「
被
控
訴
人
」
と
い
う

）
。

Ｘ

右
訴
訟
代
理
人
弁
護
士

佐

井

孝

和

同

島

尾

恵

里

主

文

一

被
控
訴
人
と
控
訴
人
と
の
間
に
お
い
て
、
被
控
訴
人
が
、
破
産
者
山
一
證
券
株
式
会
社
に
対
し
、

東
京
地
方
裁
判
所
平
成
一
一
年
（
フ
）
第
三
九
三
六
号
破
産
事
件
に
つ
き
、
別
紙
債
権
目
録
一
記
載

の
破
産
債
権
を
有
す
る
こ
と
を
確
定
す
る
。

二

被
控
訴
人
の
そ
の
余
の
請
求
を
棄
却
す
る
。

三

訴
訟
費
用
は
、
第
一
、
二
審
を
通
じ
て
こ
れ
を
五
分
し
、
そ
の
二
を
被
控
訴
人
の
、
そ
の
余
を
控

訴
人
の
負
担
と
す
る
。

事

実

及

び

理

由

第
一

控
訴
の
趣
旨

一

甲
事
件
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１

原
判
決
中
、
控
訴
人
敗
訴
部
分
を
取
り
消
す
。

２

被
控
訴
人
の
請
求
を
棄
却
す
る
。

３

訴
訟
費
用
は
、
第
一
、
二
審
と
も
被
控
訴
人
の
負
担
と
す
る
。

二

乙
事
件

、

、

、

１

被
控
訴
人
と
控
訴
人
と
の
間
に
お
い
て

被
控
訴
人
が

破
産
者
山
一
證
券
株
式
会
社
に
対
し

東
京
地
方
裁
判
所
平
成
一
一
年
（
フ
）
第
三
九
三
六
号
破
産
事
件
に
つ
き
、
別
紙
債
権
目
録
二
記

載
の
破
産
債
権
を
有
す
る
こ
と
を
確
定
す
る
（
訴
え
の
交
換
的
変
更

。
）

２

訴
訟
費
用
は
、
第
一
、
二
審
と
も
控
訴
人
の
負
担
と
す
る
。

第
二

事
案
の
概
要

一

本
件
は
、
破
産
者
山
一
證
券
株
式
会
社
を
通
し
て
投
資
信
託
及
び
ワ
ラ
ン
ト
を
購
入
し
た
被
控
訴

人
が
、
破
産
管
財
人
で
あ
る
控
訴
人
に
対
し
、
右
破
産
者
の
適
合
性
原
則
違
反
、
説
明
義
務
違
反
等

を
理
由
に
、
不
法
行
為
及
び
債
務
不
履
行
に
基
づ
く
破
産
債
権
（
損
害
賠
償
請
求
債
権
及
び
こ
れ
に

対
す
る
遅
延
損
害
金
）
の
確
定
を
求
め
た
事
案
で
あ
る
。

な
お
、
被
控
訴
人
は
、
原
審
に
お
い
て
、
山
一
證
券
株
式
会
社
に
対
し
、
右
損
害
賠
償
の
支
払
請

求
を
し
て
い
た
が
、
同
会
社
が
原
判
決
後
に
破
産
宣
告
を
受
け
た
た
め
、
当
審
に
お
い
て
訴
え
を
変
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更
し
、
本
件
債
権
確
定
の
訴
え
を
新
た
に
提
起
し
た
も
の
で
あ
る
。
そ
の
経
緯
に
照
ら
し
、
右
訴
え

の
変
更
は
交
換
的
変
更
の
趣
旨
と
解
す
る
の
が
相
当
で
あ
り
、
ま
た
、
控
訴
人
は
、
旧
訴
の
取
下
げ

に
異
議
を
述
べ
ず
、
新
訴
に
対
し
応
訴
し
て
い
る
こ
と
が
記
録
上
明
ら
か
で
あ
る
か
ら
、
旧
訴
に
つ

、

。

い
て
は
取
下
げ
の
効
力
が
生
じ
て
お
り

当
審
に
お
け
る
審
判
の
対
象
か
ら
外
れ
た
と
認
め
ら
れ
る

（

、

。

。
）

※
以
下

原
判
決
か
ら
の
引
用
部
分

本
控
訴
審
判
決
で
変
更
さ
れ
た
部
分
は
太
字
で
こ
れ
を
示
す

一

基
礎
と
な
る
事
実
（
争
い
の
な
い
事
実
及
び
弁
論
の
全
趣
旨
に
よ
り
容
易
に
認
め
ら
れ
る
事
実
）

１

被
告
は
、
有
価
証
券
の
売
買
の
取
次
等
証
券
業
全
般
を
目
的
と
す
る
株
式
会
社
で
あ
る
。
原
告

（
昭
和
一
三
年
一
二
月
一
五
日
生
ま
れ
）
は
、
被
告
阿
倍
野
支
店
に
お
い
て
被
告
と
取
引
を
し
た

者
で
、
被
告
の
担
当
者
は
証
券
外
務
員
○
○
○
○
（
後
に
×
×
×
×
と
改
姓
。
以
下
「
Ａ
」
と
い

う

）
で
あ
っ
た
。

。

２

原
告
は
、
被
告
に
対
し
、
平
成
元
年
八
月
一
入
日
、
単
位
型
株
式
投
資
信
託
で
あ
る
フ
ァ
ン
ダ

メ
ン
タ
ル
８
９
ー
０
８
（
好
業
績
株
型

（
以
下
「
フ
ァ
ン
ダ
メ
ン
タ
ル
」
と
い
う

）
一
五
〇
〇

）

。

口
、
単
価
一
万
円
（
合
計
金
一
五
〇
〇
万
円
）
を
申
込
み
、
そ
の
受
益
証
券
を
購
入
し
た
。

フ
ァ
ン
ダ
メ
ン
タ
ル
と
は
株
式
投
資
信
託
で
あ
っ
て
、
株
式
の
組
入
れ
枠
に
制
限
を
設
け
ず
積
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極
的
に
投
資
し
て
信
託
財
産
の
成
長
を
目
指
す
も
の
で
あ
る
。
信
託
期
間
は
五
年
で
、
う
ち
一
年

、

。

間
は
ク
ロ
ー
ズ
ド
期
間
が
あ
り

極
め
て
例
外
的
な
場
合
を
除
き
右
期
間
内
に
は
換
金
で
き
な
い

３

ま
た

原
告
は

平
成
二
年
一
月
二
三
日

被
告
に
対
し

新
日
本
製
鐵
ワ
ラ
ン
ト

以
下

新

、

、

、

、

（

「

日
鉄
ワ
ラ
ン
ト

と
い
う

を
四
ワ
ラ
ン
ト

単
価
二
三
万
九
〇
〇
〇
円

合
計
金
九
五
万
六
〇

」

。
）

、

（

〇
〇
円
）
の
買
付
を
委
託
し
た
。

新
日
鉄
ワ
ラ
ン
ト
は
国
内
ワ
ラ
ン
ト
で
あ
る
。
ワ
ラ
ン
ト
と
は
新
株
引
受
権
証
券
で
あ
り
、
発

行
会
社
の
定
め
た
割
合
（
付
与
割
合
）
に
よ
っ
て
、
一
定
期
間
（
行
使
期
間
）
内
に
、
一
定
の
価

格
（
行
使
価
額
）
で
一
定
量
（
額
面
金
額
×
付
与
割
合
÷
行
使
価
額
）
ま
で
の
株
式
を
引
き
受
け

る
こ
と
が
で
き
る
権
利
で
あ
る
。

４

原
告
は
、
フ
ァ
ン
ダ
メ
ン
タ
ル
の
ク
ロ
ー
ズ
ド
期
間
内
に
お
い
て
、
被
告
の
紹
介
を
受
け
、
日

本
証
券
金
融
株
式
会
社

以
下

日
証
金

と
い
う

か
ら

平
成
元
年
一
〇
月
一
九
日
に
一
〇

（

「

」

。
）

、

〇
万
円
、
平
成
二
年
四
月
一
三
日
に
一
三
〇
万
円
、
さ
ら
に
、
同
年
八
月
二
四
日
に
一
七
〇
万
円

を
、
そ
れ
ぞ
れ
借
り
入
れ
た
。

５

原
告
は
、
右
フ
ァ
ン
ダ
メ
ン
タ
ル
の
う
ち
二
〇
〇
口
を
、
平
成
元
年
一
〇
月
一
九
日
、
子
で
あ

る
Ｂ

以
下

Ｂ

と
い
う

口
座
へ
移
し

平
成
二
年
一
一
月
九
日
に
自
己
名
義
一
三
〇
〇
口

（

「

」

。
）

、

及
び
Ｂ
名
義
二
〇
〇
口
を
い
ず
れ
も
単
価
七
九
六
五
円
（
合
計
金
一
一
九
四
万
七
五
〇
〇
円
）
で
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売
却
し
た
が
、
そ
の
売
却
金
の
一
部
は
日
証
金
か
ら
の
借
入
金
及
び
そ
の
利
息
の
支
払
に
充
て
ら

れ
た
。

ま
た
、
原
告
は
、
新
日
鉄
ワ
ラ
ン
ト
を
平
成
五
年
二
月
一
日
に
四
ワ
ラ
ン
ト
全
て
を
売
却
し
た

が
、
右
ワ
ラ
ン
ト
の
売
却
総
額
は
一
三
七
〇
円
で
あ
っ
た
。

６

原
告
は
、
平
成
九
年
一
〇
月
一
六
日
、
本
件
訴
訟
を
提
起
し
た
。

７

山
一
證
券
株
式
会
社
は
、
平
成
二
年
六
月
二
日
破
産
宣
告
を
受
け
（
東
京
地
方
裁
判
所
平
成
一

一
年
（
フ
）
第
三
九
三
六
号

、
破
産
管
財
人
と
し
て
控
訴
人
が
選
任
さ
れ
た
。

）

８

被
控
訴
人
は
、
右
破
産
事
件
に
つ
き
、
原
審
で
請
求
し
た
債
権
の
債
権
届
出
を
行
っ
た
が
、
同

年
一
二
月
一
五
日
の
債
権
調
査
期
日
に
お
い
て
、
控
訴
人
か
ら
、
右
債
権
届
出
に
対
し
て
全
額
異

議
が
述
べ
ら
れ
た
。

二

争
点

ｌ

適
合
性
原
則
違
反
、
説
明
義
務
違
反
等
の
有
無

２

消
滅
時
効

３

損
害
額

三

当
事
者
の
主
張

（
原
告
の
主
張
）
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１

原
告
は
、
昭
和
一
三
年
生
ま
れ
の
主
婦
で
あ
り
、
夫
が
昭
和
六
二
年
一
一
月
に
死
亡
後
、
大
学

生
の
子
を
か
か
え
学
費
の
捻
出
に
苦
慮
し
て
、
夫
の
生
命
保
険
の
給
付
金
を
銀
行
よ
り
利
回
り
は

良
く
か
つ
安
定
性
も
高
い
証
券
に
は
投
資
し
て
い
た
程
度
で
そ
れ
ま
で
は
証
券
投
資
の
経
験
は
な

か
っ
た
。

と
こ
ろ
が
、
原
告
は
、
平
成
元
年
夏
に
宝
く
じ
二
〇
〇
〇
万
円
に
当
籤
し
た
た
め
被
告
に
架
電

し

「
銀
行
よ
り
利
息
が
良
く
て
確
実
な
も
の
が
あ
れ
ば
、
そ
ち
ら
に
貯
金
さ
せ
て
い
た
だ
き
た

、
い

と
言
っ
た
と
こ
ろ

Ａ
か
ら
は

フ
ァ
ン
ダ
メ
ン
タ
ル
に
つ
き

ワ
ラ
ン
ト
等
の
組
入
れ
も

。
」

、

、

、

で
き
、
元
本
割
れ
の
危
険
性
が
あ
る
と
の
リ
ス
ク
に
つ
い
て
は
何
ら
説
明
が
な
く
、
そ
の
パ
ン
フ

レ
ッ
ト
等
の
書
面
の
交
付
も
な
い
ま
ま
、
フ
ァ
ン
ダ
メ
ン
タ
ル
を
勧
誘
さ
れ
て
購
入
し
た
。

、

、

「

。

新
日
鉄
ワ
ラ
ン
ト
に
つ
い
て
も

原
告
は

Ａ
か
ら
電
話
で

と
て
も
い
い
も
の
が
あ
り
ま
す

新
発
の
新
日
本
製
鐵
の
ワ
ラ
ン
ト
の
割
当
て
が
あ
っ
た
の
で
、
原
告
に
持
っ
て
も
ら
お
う
と
思
い

。

。

。
」

ま
す

い
つ
で
も
株
に
変
え
ら
れ
ま
す

一
〇
〇
万
円
ま
で
買
え
ま
す
か
ら
買
っ
て
く
だ
さ
い

と
勧
誘
さ
れ
、
勧
誘
時
間
も
三
分
程
度
で
、
ワ
ラ
ン
ト
の
仕
組
み
や
危
険
性
に
つ
い
て
は
全
く
説

明
さ
れ
ず
、
む
し
ろ
行
使
期
限
の
あ
る
ワ
ラ
ン
ト
を
「
い
つ
で
も
」
株
に
変
え
ら
れ
る
と
虚
偽
又

は
誤
解
を
生
ぜ
し
め
る
表
示
を
用
い
て
勧
誘
さ
れ
、
こ
れ
を
購
入
す
る
に
至
っ
た
。

こ
れ
ら
Ａ
の
原
告
に
対
す
る
行
為
は
、
い
ず
れ
も
、
原
告
に
と
っ
て
適
合
性
の
な
い
商
品
を
、
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説
明
も
な
い
ま
ま
勧
誘
し
た
も
の
で
、
新
日
鉄
ワ
ラ
ン
ト
に
つ
い
て
は
虚
偽
又
は
誤
解
を
生
ぜ
し

め
る
表
示
を
用
い
た
も
の
で
あ
り
、
い
ず
れ
も
不
法
行
為
に
該
当
し
、
被
告
の
業
務
の
執
行
に
つ

き
行
わ
れ
た
。

、

、

ま
た

原
告
と
被
告
は
証
券
取
引
に
関
す
る
継
続
的
委
任
関
係
が
あ
っ
た
と
い
う
べ
き
で
あ
り

受
任
者
と
し
て
善
管
注
意
義
務
（
民
法
六
四
四
条
）
を
負
っ
て
い
る
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
、
被
告
の

証
券
取
引
に
関
す
る
専
門
性
、
そ
の
社
会
的
信
頼
か
ら
す
れ
ば
、
委
託
契
約
上
の
付
随
的
義
務
と

し
て
、
あ
る
い
は
信
義
則
上
、
具
体
的
な
受
任
に
先
立
ち
当
該
証
券
が
内
包
す
る
危
険
性
に
つ
い

、

。

て

原
告
に
十
分
な
説
明
を
す
る
等
の
契
約
上
の
注
意
義
務
が
あ
り

被
告
は
こ
れ
に
違
反
し
た

２

原
告
は
、
フ
ァ
ン
ダ
メ
ン
タ
ル
及
び
新
日
鉄
ワ
ラ
ン
ト
の
勧
誘
に
つ
き
、
違
法
と
か
損
害
賠
償

と
か
を
認
識
で
き
ず
、
し
か
も
体
調
不
良
、
交
通
事
故
等
に
よ
り
被
告
へ
の
請
求
あ
る
い
は
第
三

者
へ
の
相
談
さ
え
で
き
な
か
っ
た
。
そ
の
た
め
、
原
告
が
、
本
件
の
勧
誘
行
為
が
違
法
と
知
り
得

た
の
は
無
料
法
律
相
談
に
赴
い
た
平
成
九
年
六
月
以
降
で
あ
っ
て
、
消
滅
時
効
に
つ
い
て
も
こ
の

日
を
起
算
点
と
す
る
べ
き
で
あ
る
。

仮
に
右
起
算
点
が
採
用
で
き
な
い
と
し
て
も
、
原
告
か
ら
す
れ
ば
、
事
実
的
不
法
行
為
と
異
な

、

、

り
契
約
か
ら
生
じ
た
損
害
賠
償
請
求
権
で
あ
る
こ
と

証
拠
が
著
し
く
偏
在
し
て
い
る
こ
と
か
ら

三
年
の
不
法
行
為
の
消
滅
時
効
や
五
年
の
商
事
債
権
の
消
滅
時
効
は
全
く
認
識
し
え
ず
、
ま
た
病
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気
等
の
た
め
権
利
主
張
が
で
き
な
か
っ
た
の
で
あ
り
権
利
の
上
に
眠
っ
て
い
た
も
の
で
は
な
い
こ

と
、
そ
も
そ
も
権
利
主
張
の
困
難
な
原
告
に
不
適
合
な
商
品
を
販
売
し
た
の
は
被
告
で
あ
る
こ
と

等
か
ら
す
れ
ば
、
被
告
の
時
効
援
用
は
著
し
く
信
義
に
反
し
権
利
の
濫
用
に
該
当
す
る
。

そ
し
て
、
少
な
く
と
も
債
務
不
履
行
責
任
に
お
い
て
商
事
時
効
の
適
用
は
な
く
、
民
法
上
の
原

則
ど
お
り
一
〇
年
と
解
す
る
べ
き
で
あ
る
。

３

原
告
は
、
被
告
の
前
記
債
務
不
履
行
な
い
し
不
法
行
為
に
よ
り
、
次
の
損
害
を
被
っ
た
。

フ
ァ
ン
ダ
メ
ン
タ
ル

合
計
三
二
四
万
三
七
九
四
円

(1)
ア

値
下
が
り
損

三
〇
五
万
二
五
〇
〇
円

イ

利
息
金

一
九
万
一
二
九
四
円

但
し
、
フ
ァ
ン
ダ
メ
ン
タ
ル
を
解
約
で
き
な
か
っ
た
た
め
に
、
日
証
金
か
ら
借
入
を
余

儀
な
く
さ
れ
た
た
め
生
じ
た
利
息
金
。

ワ
ラ
ン
ト

九
五
万
四
六
二
七
円

(2)

但
し
、
購
入
額
と
売
却
額
と
の
差
額
。

過
失
相
殺
は
、
有
意
な
落
ち
度
が
積
極
的
に
認
め
ら
れ
な
い
限
り
な
し
え
な
い
と
こ
ろ
、
本

件
で
は
、
原
告
に
投
資
経
験
、
判
断
能
力
共
に
な
く
、
自
ら
損
害
を
回
避
な
い
し
減
少
さ
せ
る

こ
と
は
で
き
ず
何
ら
落
ち
度
が
な
い
。
仮
に
あ
つ
た
と
し
て
も
ご
く
わ
ず
か
で
あ
り
、
過
失
相
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殺
は
そ
の
限
度
で
許
さ
れ
る
に
と
ど
ま
る
。
ま
た
、
過
失
相
殺
は
損
益
相
殺
後
に
行
う
べ
き
で

あ
る
。

（
被
告
の
主
張
）

１

原
告
は
、
大
学
生
の
子
を
有
し
事
務
的
ア
ル
バ
イ
ト
が
で
き
る
程
度
の
平
均
以
上
の
社
会
人
で

あ
る
し
、
証
券
取
引
経
験
も
昭
和
六
三
年
九
月
に
中
期
国
債
フ
ァ
ン
ド
で
損
切
り
も
経
験
済
み
で

あ
る
。
そ
し
て
本
件
取
引
の
原
資
は
宝
く
じ
の
当
籤
金
で
あ
っ
て
余
剰
資
金
で
あ
る
。

フ
ァ
ン
ダ
メ
ン
タ
ル
は
、
ワ
ラ
ン
ト
を
組
入
れ
る
こ
と
が
で
き
る
が
、
ワ
ラ
ン
ト
の
買
付
け
は

（

）

、

日
経
二
二
五
先
物
等
の
プ
ッ
ト
オ
プ
シ
ョ
ン

売
付
権

の
買
い
で
リ
ス
ク
ヘ
ッ
ジ
を
す
る
の
で

ワ
ラ
ン
ト
の
組
入
れ
が
あ
る
か
ら
リ
ス
ク
が
大
き
い
と
は
い
え
な
い
。
現
実
に
基
準
価
額
は
当
初

元
本
の
六
〇
パ
ー
セ
ン
ト
強
で
あ
っ
て
一
般
の
投
資
信
託
と
ほ
ぼ
同
率
で
、
原
告
は
一
七
・
六
パ

ー
セ
ン
ト
程
度
の
損
率
で
済
ん
で
い
る
。
そ
し
て
、
勧
誘
行
為
も
元
本
割
れ
の
危
険
は
一
〇
〇
パ

ー
セ
ン
ト
な
い
と
は
い
え
な
い
が
、
ま
ず
大
丈
夫
だ
と
説
明
し
、
事
前
に
元
本
無
保
証
を
告
知
し

た
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
を
送
付
し
て
お
り
、
原
告
が
元
本
保
証
が
あ
る
と
誤
認
し
た
こ
と
は
あ
り
得
な

い
。ワ

ラ
ン
ト
は
、
現
物
株
式
に
比
し
少
額
の
投
資
で
済
む
こ
と
か
ら
、
証
券
投
資
と
し
て
の
損
率

は
低
く
、
本
件
の
よ
う
な
小
額
の
国
内
ワ
ラ
ン
ト
投
資
は
、
被
控
訴
人
に
と
つ
て
不
適
合
で
は
な
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い
。
ま
た
、
山
一
證
券
株
式
会
社
に
は
、
ワ
ラ
ン
ト
に
つ
き
被
控
訴
人
主
張
の
説
明
義
務
違
反
も

な
か
っ
た
。

以
上
か
ら
、
不
法
行
為
を
構
成
す
る
と
の
点
は
否
認
す
る
。

ま
た
、
被
告
に
は
、
原
告
主
張
の
契
約
上
の
義
務
が
な
い
か
ら

債
務
不
履
行
責
任
は
あ
り
得

な
い
。

２

仮
に
不
法
行
為
責
任
が
あ
っ
た
と
し
て
も
、
原
告
は
、
遅
く
と
も
本
件
訴
訟
提
起
の
三
年
前
で

あ
る
平
成
六
年
一
〇
月
一
五
日
ま
で
に
は
、
説
明
の
不
存
在
と
多
額
の
取
引
損
の
発
生
を
認
識
し

て
お
り
、
本
訴
提
起
ま
で
に
消
滅
時
効
が
完
成
し
て
い
る
の
で
、
被
告
は
こ
れ
を
援
用
す
る
。

原
告
の
起
算
点
の
主
張
は
失
当
で
あ
り
、
起
算
点
は
不
法
勧
誘
時
な
い
し
契
約
不
履
行
時
、
す

な
わ
ち
説
明
な
い
し
買
付
け
を
さ
せ
た
時
点
と
す
る
べ
き
で
あ
る
。

時
効
の
援
用
が
権
利
濫
用
で
あ
る
と
の
主
張
も
、
時
効
制
度
の
趣
旨
か
ら
、
原
告
が
病
弱
で
あ

る
こ
と
や
、
原
告
の
知
、
不
知
が
斟
酌
さ
れ
る
も
の
で
も
な
く
、
不
法
行
為
に
お
い
て
は
相
手
方

が
自
明
で
あ
る
本
件
で
は
損
害
を
知
れ
ば
足
り
、
勝
訴
の
可
能
性
ま
で
知
る
必
要
は
な
く
、
濫
用

で
は
な
い
。
そ
も
そ
も
、
平
成
三
年
秋
に
は
証
券
取
引
被
害
は
公
知
の
事
実
で
あ
っ
た
。

ま
た
、
仮
に
原
告
主
張
の
契
約
上
の
責
任
が
あ
る
と
し
て
も
、
被
告
は
株
式
会
社
で
あ
っ
て
五

年
間
の
商
事
時
効
が
本
訴
提
起
ま
で
に
完
成
し
て
お
り
、
被
告
は
こ
れ
を
援
用
す
る
。
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３

原
告
主
張
の
損
害
は
、
被
告
が
原
告
に
対
し
て
説
明
し
た
と
こ
ろ
で
、
株
価
の
上
昇
期
待
を
も

つ
顧
客
が
証
券
投
資
を
し
な
か
っ
た
り
、
早
め
に
売
り
逃
げ
た
と
い
う
関
係
に
は
な
く
、
説
明
義

務
違
反
と
損
害
の
発
生
と
の
間
に
因
果
関
係
が
認
め
が
た
い
し
、
因
果
関
係
が
あ
る
と
し
て
も
、

詐
欺
取
消
さ
れ
る
べ
き
取
引
で
は
な
い
以
上
、
過
失
相
殺
が
な
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。
ま
た
、
過

失
相
殺
は
損
益
相
殺
の
前
に
行
わ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。

第
三

争
点
に
対
す
る
判
断

（

、

。

。
）

※
以
下

原
判
決
か
ら
の
引
用
部
分

本
控
訴
審
判
決
で
変
更
さ
れ
た
部
分
は
傍
線
で
こ
れ
を
示
す

一

甲
第
六
な
い
し
第
一
七
号
証
、
乙
第
一
な
い
し
第
一
三
号
証
、
証
人
Ａ
証
言
、
原
告
本
人
供
述
及

び
弁
論
の
全
趣
旨
に
よ
れ
ば
、
以
下
の
事
実
が
認
め
ら
れ
る
。

１

フ
ァ
ン
ダ
メ
ン
タ
ル
は
、
株
式
投
資
信
託
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
本
来
的
に
元
本
割
れ
の
危
険
性

を
内
包
し
、
し
か
も
比
較
的
積
極
投
資
を
す
る
性
格
を
有
し
、
組
入
れ
ら
れ
る
対
象
と
し
て
は
、

株
式
の
組
入
れ
割
合
に
は
制
限
が
な
く
、
主
に
東
証
第
一
部
上
場
株
式
の
内
か
ら
好
業
績
が
見
込

ま
れ
る
株
式
へ
投
資
す
る
も
の
で
あ
る
が
、
新
株
引
受
権
証
券
（
ワ
ラ
ン
ト
）
へ
の
投
資
を
取
得
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時
に
お
け
る
信
託
財
産
の
総
資
産
総
額
の
二
〇
パ
ー
セ
ン
ト
以
下
（
同
一
銘
柄
の
新
株
引
受
権
証

券
へ
は
同
じ
く
五
パ
ー
セ
ン
ト

同
一
銘
柄
の
株
式
へ
の
投
資
は
同
じ
く
一
〇
パ
ー
セ
ン
ト

証

）
、

、

券
取
引
所
二
部
上
場
株
式
、
上
場
予
定
株
式
も
五
パ
ー
セ
ン
ト
ま
で
は
組
入
れ
可
能
で
あ
り
、
転

換
社
債
も
同
じ
く
一
〇
パ
ー
セ
ン
ト
、
外
貨
建
て
資
産
へ
も
同
三
〇
パ
ー
セ
ン
ト
ま
で
は
組
入
れ

る
こ
と
が
可
能
で
、
投
資
信
託
と
し
て
は
比
較
的
危
険
性
が
高
い
部
類
に
属
す
る
が
、
最
も
危
険

と
い
う
訳
で
は
な
い
。

ワ
ラ
ン
ト
の
価
格
は
、
発
行
会
社
の
株
価
と
連
動
し
て
価
格
変
動
す
る
面
と
当
該
ワ
ラ
ン
ト
の

価
格
上
昇
に
対
す
る
期
待
値
の
側
面
と
を
有
し
現
物
株
式
よ
り
も
価
格
形
成
は
複
雑
で
、
株
価
よ

り
価
格
変
動
が
大
き
い
性
質
を
有
し
、
行
使
期
間
を
超
過
す
る
と
全
く
無
価
値
と
な
る
う
え
、
経

過
し
な
い
ま
で
も
行
使
期
間
が
迫
る
と
お
お
む
ね
価
値
が
下
が
る
傾
向
に
あ
る
。
一
方
で
、
ワ
ラ

ン
ト
は
、
価
格
変
動
が
大
き
い
た
め
少
な
い
投
資
で
よ
り
大
き
な
収
益
も
期
待
で
き
る
性
質
（
ギ

ア
リ
ン
グ
効
果
）
を
有
す
る
。

原
告
は
、
最
終
学
歴
は
中
学
校
卒
で
あ
っ
て
、
正
社
員
と
し
て
勤
務
し
た
こ
と
は
な
い
が
、
ア

ル
バ
イ
ト
と
し
て
、
郵
便
局
、
社
会
保
険
事
務
所
等
で
働
い
て
い
た
。
そ
し
て
、
原
告
の
夫
が
、

昭
和
六
二
年
一
一
月
二
三
日
に
死
亡
し
た
こ
ろ
、
原
告
の
子
二
人
の
う
ち
長
男
は
転
勤
の
た
め
、

次
男
は
四
国
の
大
学
に
在
学
す
る
た
め
そ
れ
ぞ
れ
別
々
に
暮
ら
し
て
い
た
が
、
家
計
は
、
長
男
の
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給
与
、
原
告
の
ア
ル
バ
イ
ト
、
次
男
の
日
本
育
英
会
か
ら
の
借
入
、
あ
る
い
は
親
族
か
ら
の
借
入

等
に
よ
り
、
三
人
の
生
活
費
や
次
男
の
学
費
を
稔
出
し
て
い
た
。

原
告
は
、
夫
の
死
亡
に
よ
り
生
命
保
険
の
保
険
金
約
二
〇
五
万
円
を
受
領
し
、
昭
和
六
三
年
二

月
四
日
、
被
告
に
お
い
て
ト
ッ
プ
（
長
期
国
債
の
フ
ァ
ン
ド
）
を
一
〇
〇
口
単
価
一
万
円
（
合
計

一
〇
〇
万
円
）
で
購
入
し
、
初
め
て
証
券
会
社
と
の
取
引
を
開
始
し
た
。
原
告
は
、
右
の
う
ち
一

五
口
を
、
同
年
九
月
二
二
日
に
単
価
九
九
四
八
円
で
売
却
し
て
損
切
り
を
し
て
い
る
が
、
そ
の
後

は
平
成
元
年
四
月
及
び
五
月
に
そ
れ
ぞ
れ
三
五
口
、
五
〇
口
を
利
益
を
出
し
て
売
却
し
、
右
ト
ッ

プ
全
体
と
し
て
は
多
少
の
利
益
を
出
し
た
。
そ
の
他
、
原
告
は
、
ト
ッ
プ
の
売
却
金
で
、
中
期
国

債
フ
ァ
ン
ド
を
購
入
し
た
。

原
告
は
、
平
成
元
年
七
月
七
日
、
宝
く
じ
で
二
〇
〇
〇
万
円
の
当
籤
金
を
取
得
し
、
と
り
あ
え

ず
約
一
ケ
月
ほ
ど
銀
行
に
預
金
し
て
い
た
も
の
の
、
被
告
か
ら
フ
ァ
ン
ダ
メ
ン
タ
ル
の
リ
ー
フ
レ

ッ
ト
等
の
送
付
を
受
け
て
い
た
こ
と
も
あ
り
、
よ
り
利
回
り
の
良
い
金
融
商
品
を
求
め
て
被
告
に

架
電
し
た
。
そ
し
て
原
告
は
、
同
年
八
月
一
入
日
に
保
証
小
切
手
一
七
〇
〇
万
円
と
現
金
一
〇
〇

万
円
を
持
っ
て
店
頭
を
訪
れ
、
Ａ
か
ら
フ
ァ
ン
ダ
メ
ン
タ
ル
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
見
せ
ら
れ
な
が

ら
説
明
を
受
け
た
。

右
送
付
さ
れ
た
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
に
は

「
好
成
績
が
、
な
に
よ
り
ね

」
と
大
書
さ
れ
、
東
証
第

、

。
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一
部
上
場
株
式
の
う
ち
か
ら
好
業
績
が
見
込
ま
れ
る
企
業
群
の
株
式
へ
投
資
す
る
こ
と
、
五
年
満

期
で
当
初
一
年
間
は
原
則
と
し
て
換
金
で
き
な
い
こ
と
等
が
八
な
い
し
九
ポ
イ
ン
ト
程
度
の
文
字

で
記
載
さ
れ
、
さ
ら
に
株
式
な
ど
値
動
き
の
あ
る
証
券
に
投
資
す
る
の
で
元
金
が
保
証
さ
れ
て
い

る
も
の
で
は
な
い
こ
と
等
が
五
な
い
し
六
ポ
イ
ン
ト
程
度
の
文
字
で
記
載
さ
れ
て
い
た
。

そ
し
て
、
右
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
は
三
枚
あ
り
、
フ
ァ
ン
ダ
メ
ン
タ
ル
と
債
券
・
ワ
ラ
ン
ト
フ
ァ
ン

ド
（
公
社
債
八
〇
パ
ー
セ
ン
ト
、
ワ
ラ
ン
ト
二
〇
パ
ー
セ
ン
ト
を
組
入
れ
る
安
定
性
重
視
型
の
投

資
信
託
）
を
比
較
検
討
し
て
記
載
し
た
も
の
、
フ
ァ
ン
ダ
メ
ン
タ
ル
の
運
用
対
象
で
あ
る
好
業
績

株
の
投
資
効
率
の
良
さ
等
を
記
載
し
た
も
の
、
好
業
績
株
の
収
益
の
高
さ
や
満
期
及
び
ク
ロ
ー
ズ

ド
期
間
等
に
つ
き
記
載
し
た
も
の
で
あ
り
、
い
ず
れ
も
主
に
フ
ァ
ン
ダ
メ
ン
タ
ル
の
利
点
を
記
載

し
た
も
の
で
あ
っ
た
。

原
告
は
、
Ａ
に
対
し
、
電
話
な
い
し
店
頭
に
お
い
て
、
夫
の
遺
産
と
い
う
こ
と
で
ま
と
ま
っ
た

、

、

お
金
が
あ
る
が

子
の
学
費
も
支
出
の
予
定
も
あ
る
と
し
て
運
用
方
法
に
つ
き
相
談
を
持
ち
か
け

Ａ
は
、
原
告
の
投
資
意
向
に
つ
き
安
全
性
と
い
う
こ
と
も
無
視
は
で
き
な
い
が
よ
り
利
回
り
が
良

、

、

い
商
品
が
適
合
す
る
と
判
断
し

過
去
の
実
績
利
回
り
を
伝
え
て
フ
ァ
ン
ダ
メ
ン
タ
ル
を
推
奨
し

株
式
を
運
用
対
象
と
し
積
極
的
に
運
用
す
る
こ
と
、
一
年
間
の
ク
ロ
ー
ズ
ド
期
間
が
あ
る
こ
と
を

説
明
し
た
が
、
元
本
割
れ
の
可
能
性
が
あ
る
か
ど
う
か
に
つ
い
て
は
当
時
の
好
景
気
の
も
と
Ａ
も
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元
本
割
れ
す
る
と
は
予
想
し
て
い
な
か
っ
た
た
め
、
話
題
と
も
な
ら
な
か
っ
た
。
そ
う
し
て
、
原

告
は
、
フ
ァ
ン
ダ
メ
ン
タ
ル
を
一
五
〇
〇
万
円
で
購
入
し
た
。

さ
ら
に
、
原
告
は
フ
ァ
ン
ダ
メ
ン
タ
ル
購
入
と
同
日
、
店
頭
で
株
式
も
購
入
し
た
い
と
考
え
、

そ
の
旨
を
被
告
に
積
極
的
に
申
し
出
て
、
商
船
三
井
株
式
を
、
総
額
九
三
万
九
四
七
〇
円
（
単
価

九
二
八
円
）
購
入
し
た
。

４

そ
の
後
、
原
告
は
、
二
男
の
学
費
の
支
払
い
の
た
め
、
被
告
に
対
し
フ
ァ
ン
ダ
メ
ン
タ
ル
の
解

約
を
申
入
れ
た
が
、
フ
ァ
ン
ダ
メ
ン
タ
ル
が
ク
ロ
ー
ズ
ド
期
間
内
は
顧
客
の
死
亡
時
等
限
ら
れ
た

場
合
し
か
解
約
が
で
き
な
い
も
の
で
あ
っ
た
た
め
被
告
か
ら
は
解
約
を
断
ら
れ
た
。
そ
れ
で
も
原

告
は
、
資
金
の
必
要
が
あ
っ
た
こ
と
か
ら
被
告
に
相
談
す
る
と
、
被
告
は
日
証
金
か
ら
借
入
れ
る

こ
と
は
出
来
る
と
示
唆
し
た
の
で
、
原
告
は
、
そ
の
当
時
松
下
電
器
産
業
の
転
換
社
債
を
一
〇
〇

万
円
程
度
保
有
し
て
お
り
そ
の
売
却
で
資
金
需
要
を
満
た
す
こ
と
は
で
き
た
も
の
の
、
平
成
元
年

一
〇
月
一
九
日
、
日
証
金
か
ら
一
〇
〇
万
円
を
借
り
入
れ
、
返
済
資
金
と
し
て
所
有
有
価
証
券
の

売
却
金
を
予
定
し
た
。
但
し
、
そ
の
申
込
書
の
使
途
欄
に
は
、
学
費
を
支
払
え
な
い
こ
と
を
恥
ず

か
し
く
思
っ
た
た
め
乗
用
車
購
入
資
金
と
記
載
さ
れ
た
。

５

原
告
は
、
被
告
の
店
頭
に
お
い
て
株
価
表
示
を
見
て
い
た
り
、
ま
た
、
被
告
か
ら
パ
ン
フ
レ
ッ

ト
が
送
付
さ
れ
て
い
た
こ
と
か
ら
、
平
成
元
年
一
〇
月
二
六
日
、
被
告
に
対
し
、
ホ
ー
ム
ト
レ
ー
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ド
山
一
と
い
う
名
称
の
家
庭
用
ゲ
ー
ム
機
を
使
用
し
て
オ
ン
ラ
イ
ン
で
株
価
情
報
を
知
る
こ
と
が

で
き
る
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
す
る
旨
申
込
み
、
使
い
こ
な
せ
は
し
な
か
っ
た
が
利
用
し
た
こ
と
も
あ

っ
た
。

原
告
は
、
フ
ァ
ン
ダ
メ
ン
タ
ル
の
購
入
後
は
、
自
己
名
義
口
座
に
お
い
て
は
、
松
下
電
器
産
業

転
換
社
債
（
一
〇
〇
万
円
）
を
購
入
し
て
一
四
日
後
に
売
却
し
、
そ
の
売
却
金
で
松
下
電
工
転
換

社
債
（
一
〇
〇
万
円
）
を
購
入
し
た
り
、
東
芝
転
換
社
債
（
一
〇
〇
万
円
）
を
購
入
し
た
り
、
そ

の
売
却
金
に
よ
り
凸
版
印
刷
転
換
社
債
（
一
〇
〇
万
円
）
を
購
入
し
た
り
し
た
。

ま
た
原
告
は
、
Ａ
か
ら
勧
め
ら
れ
た
が
手
持
の
現
金
が
な
か
っ
た
た
め
、
子
供
に
相
談
し
て
現

金
一
〇
〇
万
円
を
用
意
し
、
Ｂ
名
義
口
座
に
お
い
て
ト
プ
コ
ン
転
換
社
債
（
一
〇
〇
万
円
）
を
購

入
し
た
り
し
、
こ
れ
ら
の
全
て
の
取
引
に
お
い
て
利
益
を
出
し
て
い
た
。

６

Ａ
は
、
原
告
に
対
し
、
そ
の
当
時
ま
で
の
好
景
気
で
一
般
に
は
ワ
ラ
ン
ト
で
効
率
よ
く
利
益
が

出
て
い
た
こ
と
か
ら
、
新
日
鉄
ワ
ラ
ン
ト
が
新
発
の
も
の
で
売
却
に
よ
り
す
ぐ
に
利
益
が
出
る
と

見
込
ん
で
、
電
話
に
よ
り
一
〇
分
程
度
の
時
間
で
、
株
の
値
段
と
連
動
し
て
価
格
が
変
動
す
る
が

そ
の
何
倍
に
も
変
動
し
少
額
の
投
資
で
も
効
率
が
良
い
こ
と
、
権
利
行
使
期
間
が
あ
り
転
換
社
債

と
同
じ
よ
う
に
行
使
期
限
ま
で
に
取
引
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
等
の
説
明
は
し
た
も
の
の
、

権
利
行
使
期
限
の
経
過
に
よ
り
無
価
値
と
な
る
こ
と
の
説
明
は
な
く
、
も
と
よ
り
ワ
ラ
ン
ト
に
関
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す
る
説
明
書
の
交
付
も
な
か
っ
た
が
、
原
告
は
、
こ
れ
に
応
じ
て
、
平
成
二
年
一
月
、
新
日
鉄
ワ

ラ
ン
ト
を
購
入
し
た
。
そ
し
て
、
原
告
は
、
損
を
し
て
ま
で
売
ら
な
い
が
、
売
り
時
が
あ
っ
た
ら

連
絡
し
て
欲
し
い
と
Ａ
に
依
頼
し
て
お
い
た
。

ま
た
、
原
告
は
同
日
、
Ｂ
名
義
口
座
に
お
い
て
、
関
西
電
力
転
換
社
債
（
一
〇
〇
万
円
）
を
購

入
し
た
。

し
か
し
一
方
で
、
原
告
は
、
さ
ら
に
日
証
金
か
ら
、
平
成
二
年
四
月
一
三
日
に
は
一
三
〇
万
円

を
、
同
年
八
月
二
四
日
に
は
一
七
〇
万
円
を
借
り
入
れ
、
学
費
な
ど
に
充
て
た
。

７

原
告
は
、
平
成
二
年
八
月
こ
ろ
、
フ
ァ
ン
ダ
メ
ン
タ
ル
を
引
き
出
そ
う
と
し
て
架
電
し
た
と
こ

ろ
、
値
段
が
下
が
っ
て
い
る
こ
と
を
告
げ
ら
れ
た
り
し
て
引
き
出
さ
な
か
っ
た
が
、
翌
九
月
に
さ

ら
に
架
電
す
る
と
元
本
を
割
っ
て
い
る
旨
を
告
げ
ら
れ
、
購
入
当
初
の
株
式
市
況
か
ら
す
る
と
思

っ
て
も
見
な
か
っ
た
が
、
そ
の
値
段
が
回
復
す
る
ま
で
待
つ
こ
と
と
な
っ
た
。

し
か
し
、
同
年
一
一
月
九
日
、
フ
ァ
ン
ダ
メ
ン
タ
ル
の
価
格
の
回
復
は
見
ら
れ
ず
、
日
証
金
か

ら
の
借
入
利
息
の
こ
と
も
考
慮
し
、
フ
ァ
ン
ダ
メ
ン
タ
ル
を
、
原
告
名
義
及
び
Ｂ
名
義
共
に
売
却

す
る
に
至
っ
た
が
、
そ
の
単
価
は
八
〇
〇
〇
円
を
下
回
っ
て
い
た
。

８

原
告
は
、
平
成
三
年
秋
こ
ろ
、
ワ
ラ
ン
ト
に
つ
い
て
Ａ
か
ら
そ
の
価
格
が
下
が
っ
て
い
る
こ
と

を
聞
い
て
売
却
し
な
か
っ
た
も
の
の
、
平
成
五
年
に
至
り
被
告
に
架
電
し
た
と
こ
ろ
、
権
利
行
使
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最
終
日
が
迫
り
売
却
し
な
い
と
原
告
か
ら
現
金
を
拠
出
し
て
も
ら
う
必
要
が
あ
る
と
聞
き
あ
わ
て

て
売
却
し
た
。

９

そ
の
後
も
原
告
は

平
成
四
年
四
月
一
三
日
に
は
北
海
道
電
力
株
式

二
〇
二
万
円
余
り

同

、

（

）
、

年
八
月
二
六
日
に
は

Ｂ
名
義
口
座
に
お
い
て
大
林
組
株
式

五
六
万
円
余
り

平
成
八
年
九
月

、

（

）
、

二
六
日
に
は
自
己
名
義
口
座
に
お
い
て
Ｊ
Ｒ
西
日
本
株
式
（
三
五
万
七
〇
〇
〇
円
）
と
購
入
し
た

が
、
こ
の
う
ち
大
林
組
は
原
告
の
ア
ル
バ
イ
ト
先
の
同
僚
か
ら
の
情
報
に
よ
り
同
じ
く
Ｂ
名
義
口

座
の
関
西
電
力
転
換
社
債
か
ら
乗
換
え
た
も
の
で
あ
る
し
、
Ｊ
Ｒ
西
日
本
株
式
は
抽
せ
ん
に
申
込

ん
だ
未
に
購
入
し
た
も
の
で
、
北
海
道
電
力
株
式
と
共
に
自
己
資
金
に
よ
る
購
入
で
あ
っ
た
。

二
１

争
点
１
に
つ
い
て

債
務
不
履
行
責
任

証
券
投
資
に
お
い
て
、
投
資
者
が
利
用
し
よ
う
と
す
る
相
場
は
、
将
来
の
経
済
情
勢
、
政
治

状
況
等
の
不
確
定
な
要
素
に
よ
り
絶
え
ず
変
動
す
る
も
の
で
あ
る
か
ら
、
証
券
投
資
は
本
来
的

に
危
険
を
伴
う
取
引
で
あ
る
と
い
え
る
。
し
た
が
つ
て
、
あ
え
て
証
券
取
引
に
入
ろ
う
と
す
る

者
が
相
場
の
下
落
に
よ
る
損
失
を
も
負
担
す
る
の
は
当
然
で
あ
り
、
投
資
者
は
、
開
示
さ
れ
た

情
報
を
基
礎
に
、
自
ら
の
判
断
と
責
任
に
お
い
て
、
当
該
取
引
の
危
険
性
及
び
自
己
が
そ
の
危

険
に
耐
え
る
だ
け
の
財
産
的
基
礎
を
有
す
る
か
ど
う
か
を
判
断
し
て
取
引
を
行
う
べ
き
で
あ
る
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自
己
責
任
の
原
則

こ
の
こ
と
は

株
式
の
取
引
だ
け
で
は
な
く

本
件
で
問
題
と
な
つ
て

（

）
。

、

、

い
る
投
資
信
託
や
ワ
ラ
ン
ト
の
取
引
に
つ
い
て
も
当
然
に
妥
当
す
る
も
の
で
あ
る
。

し
か
し
、
証
券
会
社
が
相
場
を
左
右
す
る
諸
要
因
を
は
じ
め
と
し
て
、
証
券
発
行
会
社
の
業

績
、
財
務
状
況
等
に
つ
い
て
の
高
度
の
専
門
知
識
、
経
験
、
情
報
等
を
有
し
て
い
る
一
方
で
、

多
く
の
一
般
投
資
家
は
、
必
ず
し
も
こ
れ
を
有
せ
ず
、
主
と
し
て
証
券
会
社
か
ら
得
る
情
報
等

を
信
頼
し
て
取
引
の
判
断
を
せ
ざ
る
を
得
な
い
状
況
に
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
状
況
の
下
で
は
、

専
門
家
と
し
て
の
証
券
会
社
又
は
そ
の
使
用
人
は
、
顧
客
に
対
し
商
品
を
勧
め
て
販
売
す
る
場

合
に
は
、
契
約
準
備
段
階
に
お
け
る
信
義
則
上
の
義
務
と
し
て
、
当
該
顧
客
が
自
ら
申
告
す
る

投
資
経
験
、
投
資
目
的
等
に
照
ら
し
、
明
ら
か
に
過
大
な
危
険
を
伴
う
商
品
（
不
適
合
商
品
）

の
勧
誘
を
回
避
す
べ
き
法
律
上
の
義
務
が
あ
る
し
、
ま
た
、
右
商
品
が
一
般
的
に
知
ら
れ
て
い

る
か
あ
る
い
は
当
該
顧
客
が
こ
れ
を
熟
知
し
て
い
る
場
合
を
除
き
、
同
人
が
投
資
す
る
か
否
か

を
判
断
す
る
た
め
の
不
可
欠
な
要
素
に
つ
い
て
、
正
し
く
認
識
で
き
る
よ
う
説
明
す
べ
き
法
律

上
の
義
務
が
あ
る
と
い
う
べ
き
で
あ
る
。

控
訴
人
は
、
顧
客
に
不
適
合
な
商
品
の
勧
誘
を
回
避
し
た
り
、
投
資
判
断
の
た
め
の
説
明
を

す
る
こ
と
は
法
的
義
務
で
は
な
く
、
証
券
会
社
の
単
な
る
サ
ー
ビ
ス
行
為
に
過
ぎ
な
い
と
主
張

す
る
が
、
そ
れ
が
採
用
で
き
な
い
こ
と
は
、
前
記
説
示
に
照
ら
し
明
ら
か
で
あ
る
。
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適
合
性
原
則

前
記
の
と
お
り
、
原
告
は
、
中
学
を
卒
業
後
、
正
社
員
と
し
て
は
勤
め
た
経
験
は
な
く
、
投

資
経
験
と
し
て
は
、
僅
か
に
本
件
の
ワ
ラ
ン
ト
購
入
時
点
に
お
い
て
さ
え
も
、
被
告
に
お
い
て

ト
ッ
プ
を
購
入
し
て
こ
れ
を
三
回
に
分
け
て
売
却
し
た
り
、
数
銘
柄
の
転
換
社
債
の
売
買
を
数

度
反
復
し
た
程
度
で
あ
る
。
ま
た
、
投
資
原
資
も
、
宝
く
じ
に
当
籤
す
る
と
い
う
思
い
が
け
な

い
こ
と
で
取
得
し
た
金
員
で
あ
る
が
、
夫
を
亡
く
し
自
ら
の
勤
務
に
よ
る
収
入
だ
け
で
は
子
の

学
費
及
び
生
活
費
の
仕
送
り
さ
え
ま
ま
な
ら
な
い
経
済
状
態
で
、
当
然
に
生
活
資
金
に
投
ぜ
ら

れ
る
べ
き
も
の
で
あ
り
余
剰
資
金
と
は
言
い
難
い
。
ま
た
、
原
告
は
、
フ
ァ
ン
ダ
メ
ン
タ
ル
と

同
時
に
商
船
三
井
株
も
購
入
し
て
い
る
が
、
そ
の
金
額
は
、
フ
ァ
ン
ダ
メ
ン
タ
ル
が
一
五
〇
〇

万
円
で
あ
る
の
に
対
し
株
式
が
九
四
万
円
足
ら
ず
に
と
ど
ま
り
、
当
時
の
家
庭
事
情
か
ら
し
て

虎
の
子
的
な
資
金
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
証
券
取
引
に
投
じ
た
と
し
て
も
ほ
と
ん
ど
を
安
定
性
の

あ
る
商
品
を
選
択
し
よ
う
と
し
た
と
考
え
る
の
は
ご
く
自
然
で
あ
る
。

そ
し
て
、
本
件
で
問
題
と
さ
れ
る
フ
ァ
ン
ダ
メ
ン
タ
ル
は
、
投
資
対
象
と
し
て
は
株
式
を
中

心
と
し
な
が
ら
、
オ
プ
シ
ョ
ン
、
先
物
、
指
数
取
引
ま
で
組
入
れ
る
こ
と
が
で
き
る
商
品
で
あ

り
、
投
資
信
託
と
し
て
は
五
段
階
で
危
険
の
大
き
な
方
か
ら
二
番
目
に
分
頚
さ
れ
る
商
品
で
あ

る
。
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し
か
し
、
一
方
で
は
投
資
信
託
一
般
と
し
て
は
、
昭
和
二
〇
年
代
か
ら
法
定
さ
れ
（
証
券
投

資
信
託
及
び
証
券
投
資
法
人
に
関
す
る
法
律

昭
和
二
六
年
六
月
四
日
法
一
九
八
号

顧
客
か

。

）
、

ら
集
め
た
資
金
を
債
券
や
株
式
等
に
投
資
し
、
こ
れ
に
よ
る
損
益
を
出
資
の
割
合
に
応
じ
て
顧

客
に
帰
属
さ
せ
る
仕
組
み
の
商
品
で
あ
る
こ
と
は
、
一
般
の
国
民
に
周
知
さ
れ
て
い
る
と
認
め

ら
れ
る
し
、
単
一
の
株
式
を
購
入
す
る
の
に
比
し
、
専
門
家
が
リ
ス
ク
ヘ
ッ
ジ
を
考
慮
し
つ
つ

分
散
し
て
運
用
し
て
い
く
性
質
を
有
し
て
い
る
の
で
あ
っ
て
自
己
の
判
断
の
必
要
な
側
面
は
比

較
的
小
さ
い
。
し
か
も
、
顧
客
に
と
っ
て
元
本
割
れ
の
危
険
性
が
あ
る
こ
と
や
そ
れ
が
組
入
れ

ら
れ
る
商
品
に
よ
り
危
険
性
の
度
合
い
に
違
い
が
あ
る
こ
と
等
は
そ
れ
ほ
ど
理
解
が
困
難
な
も

の
で
は
な
い
。
そ
し
て
、
原
告
も
結
婚
生
活
を
経
て
二
子
を
養
育
し
、
ア
ル
バ
イ
ト
で
働
い
て

い
る
の
で
あ
っ
て
通
常
の
社
会
人
と
し
て
の
良
識
は
十
分
に
有
し
て
い
る
。
ま
た
、
原
告
の
投

資
意
向
は
、
安
全
性
を
基
本
と
す
る
も
の
で
は
あ
っ
た
が
、
そ
れ
で
も
一
時
は
銀
行
預
金
と
し

な
が
ら
、
銀
行
預
金
よ
り
も
高
利
回
り
の
商
品
を
望
ん
で
被
告
と
の
取
引
に
及
ん
で
お
り
、
安

全
を
重
視
す
る
側
面
が
あ
っ
た
も
の
の
安
全
性
を
唯
一
絶
対
の
判
断
指
針
と
し
て
い
た
訳
で
は

な
い
。

そ
う
だ
と
す
る
と
、
原
告
に
と
っ
て
投
資
信
託
で
あ
る
フ
ァ
ン
ダ
メ
ン
タ
ル
を
購
入
す
る
に

つ
き
適
合
性
が
な
い
と
ま
で
断
じ
る
こ
と
は
で
き
な
い
。



- 23 -

一
方
、
ワ
ラ
ン
ト
は
、
前
記
の
と
お
り
、
権
利
行
使
期
間
の
経
過
に
よ
り
無
価
値
と
な
り
、

権
利
行
使
期
間
が
経
過
し
な
い
ま
で
も
、
そ
れ
が
近
づ
く
に
つ
れ
て
価
格
が
下
が
る
傾
向
が
あ

り
、
売
却
時
を
逃
す
と
投
資
資
金
が
全
額
積
失
と
な
る
性
質
を
有
し
、
そ
れ
ま
で
の
証
券
と
は

一
線
を
画
す
る
性
質
を
有
し
て
お
り
、
本
件
で
も
新
日
鉄
ワ
ラ
ン
ト
販
売
時
に
お
い
て
は
そ
の

よ
う
な
商
品
の
性
格
に
つ
い
て
未
だ
周
知
性
が
あ
る
と
は
い
え
な
い
し
、
ま
た
、
少
額
の
投
資

で
投
資
効
率
が
よ
い
側
面
が
存
す
る
が
、
こ
れ
も
リ
ス
ク
ヘ
ッ
ジ
が
可
能
な
顧
客
に
と
っ
て
は

合
理
性
を
有
す
る
と
い
え
る
の
で
あ
っ
て
、
原
告
は
、
自
ら
の
判
断
に
よ
り
適
時
の
売
却
を
す

る
ほ
ど
の
投
資
経
験
は
な
い
。

よ
っ
て
、
原
告
に
と
っ
て
、
新
日
鉄
ワ
ラ
ン
ト
の
購
入
に
つ
き
、
適
合
性
は
な
か
っ
た
も
の

と
認
め
ら
れ
る
。

こ
れ
に
対
し
、
控
訴
人
は
、
本
件
の
よ
う
な
小
額
の
国
内
ワ
ラ
ン
ト
投
資
は
、
被
控
訴
人
に

と
っ
て
不
適
合
で
は
な
い
と
主
張
す
る
。
し
か
し
、
多
額
の
余
剰
資
金
の
極
く
一
部
を
投
資
す

る
場
合
で
あ
れ
ば
と
も
か
く
、
当
時
被
控
訴
人
に
余
剰
資
金
な
ど
な
か
っ
た
こ
と
は
引
用
に
か

か
る
原
判
決
説
示
の
と
お
り
で
あ
り
、
ワ
ラ
ン
ト
が
危
険
性
の
高
い
商
品
で
あ
る
こ
と
を
考
え

併
せ
れ
ば
、
本
件
の
ワ
ラ
ン
ト
買
付
価
額
九
五
万
六
〇
〇
〇
円
が
一
般
に
は
小
額
と
評
価
さ
れ

る
も
の
で
あ
っ
た
と
し
て
も
、
な
お
被
控
訴
人
に
と
っ
て
適
合
性
は
な
か
っ
た
と
い
う
べ
き
で
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あ
る
。

説
明
義
務
違
反

被
控
訴
人
が
フ
ァ
ン
ダ
メ
ン
タ
ル
を
購
入
す
る
に
つ
い
て
適
合
性
は
あ
っ
た
と
し
て
も
、
そ

れ
は
預
金
と
は
異
な
る
上
に
、
原
判
決
説
示
の
と
お
り
、
投
資
信
託
と
し
て
は
五
段
階
で
危
険

の
大
き
な
方
か
ら
二
番
目
に
分
類
さ
れ
る
商
品
で
あ
っ
た
の
だ
か
ら
、
原
告
の
よ
う
に
預
金
と

の
区
別
も
付
か
な
い
購
入
者
に
対
し
て
は
、
前
記
信
義
則
上
の
義
務
と
し
て
、
最
大
の
取
引
決

定
要
因
と
し
て
最
低
限
、
元
本
割
れ
の
可
能
性
が
あ
る
こ
と
の
説
明
が
な
さ
れ
て
し
か
る
べ
き

で
あ
っ
た
の
に
、
こ
れ
は
な
さ
れ
な
か
っ
た
。
Ａ
証
言
中
に
は
、
フ
ァ
ン
ダ
メ
ン
タ
ル
に
つ
い

て
元
本
割
れ
す
る
危
険
性
を
説
明
し
た
旨
も
存
す
る
が
、
右
証
言
に
よ
っ
て
も
、
フ
ァ
ン
ダ
メ

ン
タ
ル
は
本
件
取
引
当
時
好
況
期
で
実
績
を
上
げ
て
お
り
、
Ａ
自
ら
も
過
去
の
運
用
実
績
か
ら

経
費
を
差
し
引
い
て
も
収
益
が
一
〇
パ
ー
セ
ン
ト
を
下
る
こ
と
は
な
い
と
予
想
し
て
い
た
も
の

、

、

と
認
め
ら
れ
る
の
で
あ
っ
て

窓
口
担
当
者
の
Ａ
が
元
本
割
れ
の
危
険
性
に
つ
い
て
の
意
識
も

こ
れ
を
説
明
す
る
べ
き
で
あ
る
と
の
意
識
も
明
確
に
有
し
て
い
た
と
は
考
え
難
い
。
ま
た
、
原

告
供
述
に
よ
れ
ば

原
告
は
元
本
保
証
で
あ
る
か
否
か
に
着
目
し
た
形
跡
も
認
め
ら
れ
な
い

こ

、

（

の
点
、
原
告
は
フ
ァ
ン
ダ
メ
ン
タ
ル
の
取
引
以
前
に
ト
ッ
プ
の
一
部
を
損
切
り
し
て
い
る
が
、

ト
ッ
プ
購
入
全
体
一
〇
〇
口
の
内
一
五
口
の
売
却
で
あ
っ
て
、
原
告
が
こ
れ
を
元
本
割
れ
で
の
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売
却
と
認
識
し
て
い
た
と
ま
で
は
認
め
が
た
い

。
こ
れ
ら
の
事
実
か
ら
す
る
と
、
前
記
Ａ
証

。
）

言
中
の
フ
ァ
ン
ダ
メ
ン
タ
ル
に
つ
き
元
本
割
れ
の
危
険
性
が
あ
る
と
説
明
し
た
と
の
供
述
部
分

は
に
わ
か
に
信
用
で
き
ず
、
他
に
こ
れ
を
認
め
る
に
足
り
る
証
拠
は
な
い
。

そ
う
し
て
み
れ
ば
、
フ
ァ
ン
ダ
メ
ン
タ
ル
の
勧
誘
に
つ
き
、
被
告
に
は
説
明
義
務
違
反
が
あ

る
と
い
え
る
。

一
方
、
ワ
ラ
ン
ト
に
つ
い
て
は
、
原
判
決
説
示
の
と
お
り
そ
も
そ
も
被
控
訴
人
に
は
投
資
不

適
合
な
商
品
で
あ
る
か
ら
、
そ
の
勧
誘
が
債
務
不
履
行
又
は
不
法
行
為
に
な
ら
な
い
と
す
る
た

め
に
は
、
被
控
訴
人
の
よ
う
な
投
資
経
験
に
乏
し
い
者
に
も
商
品
の
仕
組
み
が
理
解
可
能
と
な

る
よ
う
な
懇
切
な
説
明
が
必
要
で
あ
り
、
最
低
限
行
使
期
限
の
経
過
に
よ
り
そ
れ
が
無
価
値
と

な
る
こ
と
の
説
明
は
不
可
欠
で
あ
る
と
解
す
べ
き
と
こ
ろ
、
そ
の
説
明
が
な
さ
れ
て
い
な
い
こ

と
は
、
前
記
認
定
事
実
の
と
お
り
で
あ
る
。

よ
っ
て
、
新
日
鉄
ワ
ラ
ン
ト
に
関
し
て
も
、
説
明
義
務
違
反
が
あ
っ
た
と
認
め
ら
れ
る
。

２

争
点
２
に
つ
い
て

、

、

ま
ず

債
務
不
履
行
に
基
づ
く
損
害
賠
償
請
求
権
の
消
滅
時
効
の
起
算
点
に
つ
き
検
討
す
れ
ば

民
法
一
六
六
条
一
項
に
よ
り
権
利
行
使
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
き
か
ら
起
算
す
る
も
の
で
あ
る
と

こ
ろ
、
勧
誘
時
と
解
す
る
の
は
損
失
が
生
じ
る
か
未
確
定
で
あ
る
た
め
相
当
で
な
く
、
一
方
当
該
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債
権
者
が
第
三
者
に
相
談
し
た
と
き
な
ど
を
起
算
点
と
す
る
の
も
時
効
制
度
の
趣
旨
に
照
ら
し
妥

当
で
は
な
い
が
、
少
な
く
と
も
損
失
額
が
確
定
し
た
と
き
、
す
な
わ
ち
当
該
証
券
を
売
却
し
た
と

き
に
は
期
限
の
定
め
の
な
い
債
務
と
し
て
具
体
的
請
求
権
と
し
て
発
生
し
、
右
時
点
に
お
い
て
は

、

。

訴
求
す
る
に
つ
き
法
律
上
の
障
害
が
な
い
こ
と
か
ら

右
を
も
っ
て
起
算
点
と
解
す
べ
き
で
あ
る

次
に
、
本
件
訴
求
債
権
（
債
務
不
履
行
と
し
て
の
適
合
性
原
則
違
反
、
説
明
義
務
違
反
に
よ
る

損
害
賠
償
請
求
権
）
が
商
法
五
二
二
条
の
消
滅
時
効
に
か
か
る
か
否
か
に
つ
き
検
討
す
る
に
、
同

条
の
適
用
さ
れ
る
べ
き
債
権
は
、
商
行
為
に
属
す
る
法
律
行
為
か
ら
生
じ
た
も
の
又
は
こ
れ
に
準

ず
る
も
の
で
あ
る
こ
と
を
要
す
る
と
こ
ろ
、
本
件
訴
求
債
権
は
、
被
控
訴
人
・
山
一
證
券
株
式
会

社
間
の
フ
ァ
ン
ダ
メ
ン
タ
ル
及
び
新
日
鉄
ワ
ラ
ン
ト
の
購
入
契
約
に
よ
っ
て
生
じ
た
も
の
で
は
な

く
、
右
購
入
契
約
に
よ
っ
て
生
じ
た
債
権
が
例
え
ば
履
行
不
能
に
よ
る
損
害
賠
償
請
求
権
の
よ
う

に
変
形
し
た
も
の
で
も
な
く
、
購
入
契
約
に
向
け
た
準
備
段
階
に
お
け
る
信
義
則
上
の
義
務
違
反

に
よ
り
発
生
し
た
も
の
で
あ
る
か
ら
、
必
ず
し
も
商
行
為
に
属
す
る
法
律
行
為
か
ら
生
じ
た
も
の

又
は
こ
れ
に
準
ず
る
も
の
と
は
い
い
難
い
。
ま
た
、
商
法
五
二
二
条
の
趣
旨
は
、
商
取
引
に
お
け

る
迅
速
性
を
確
保
す
る
こ
と
に
あ
る
が
、
本
件
訴
求
債
権
の
内
容
は
非
定
型
的
で
、
訴
求
す
る
と

し
て
も
そ
の
義
務
の
有
無
、
内
容
の
確
定
な
ど
困
発
な
事
情
が
生
じ
、
一
般
の
商
取
引
に
お
け
る

よ
う
な
迅
速
性
を
要
求
す
る
こ
と
が
妥
当
か
否
か
簸
問
が
残
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
か
か
る
性
質
を
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有
す
る
本
件
訴
求
債
権
に
つ
い
て
、
同
条
の
趣
旨
が
及
ぶ
も
の
と
は
考
え
難
く
、
時
効
期
間
は
民

法
上
の
原
則
に
戻
っ
て
一
〇
年
と
解
す
る
の
が
相
当
で
あ
る
。

そ
う
だ
と
す
る
と
、
本
件
に
お
い
て
は
、
フ
ァ
ン
ダ
メ
ン
タ
ル
及
び
ワ
ラ
ン
ト
の
い
ず
れ
に
お

い
て
も
、
債
務
不
履
行
に
基
づ
く
損
害
賠
償
請
求
権
は
、
損
失
額
の
確
定
時
か
ら
本
訴
提
起
ま
で

の
間
に
は
時
効
期
間
が
経
過
し
て
い
な
い
と
考
え
ら
れ
る
。
な
お
、
不
法
行
為
に
基
づ
く
損
害
賠

償
請
求
権
は
、
損
害
及
び
加
害
者
を
知
っ
た
時
か
ら
三
年
を
経
過
し
て
お
り
、
時
効
消
滅
し
て
い

る
と
考
え
ら
れ
る
。

３

争
点
３
に
つ
い
て

因
果
関
係

前
記
の
事
実
経
過
か
ら
、
被
告
の
債
務
不
履
行
と
、
原
告
の
新
日
鉄
ワ
ラ
ン
ト
及
び
フ
ァ
ン

ダ
メ
ン
タ
ル
の
購
入
額
と
売
却
額
と
の
差
額
に
関
す
る
損
害
と
の
間
の
因
果
関
係
は
認
め
ら
れ

る
。し

か
し
、
日
証
金
か
ら
の
借
入
の
利
息
金
に
つ
い
て
は
、
本
件
の
被
告
の
債
務
不
履
行
と
因

果
関
係
が
な
い
。
す
な
わ
ち
、
原
告
は
、
フ
ァ
ン
ダ
メ
ン
タ
ル
の
購
入
時
に
既
に
子
の
学
費
が

必
要
と
な
る
こ
と
は
確
定
的
で
あ
る
の
に
、
ク
ロ
ー
ズ
ド
期
間
が
あ
る
こ
と
は
認
識
し
な
が
ら

フ
ァ
ン
ダ
メ
ン
タ
ル
を
購
入
し
た
も
の
で
あ
る
う
え
、
日
証
金
か
ら
の
一
回
日
の
借
入
の
際
に
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も
他
の
有
価
証
券
の
売
却
に
よ
り
学
費
の
総
出
が
可
能
で
あ
っ
た
の
に
借
入
れ
を
選
ん
だ
も
の

で
あ
っ
て
、
日
証
金
か
ら
の
借
入
は
、
被
告
の
紹
介
が
あ
っ
た
と
は
い
え
、
原
告
の
判
断
に
基

づ
く
も
の
で
あ
り
、
利
息
が
生
じ
る
結
果
が
生
じ
た
直
接
の
原
因
は
、
原
告
の
行
為
に
あ
る
と

い
え
る
か
ら
で
あ
る
。

過
失
相
殺

フ
ァ
ン
ダ
メ
ン
タ
ル
は
、
株
式
投
資
信
託
の
一
種
で
あ
る
が
、
株
式
の
組
入
枠
に
制
限
を
設

け
ず
積
極
的
に
投
資
し
て
信
託
財
産
の
成
長
を
目
指
す
も
の
で
、
ワ
ラ
ン
ト
を
組
入
れ
る
こ
と

が
で
き
る
な
ど
、
公
社
債
投
信
や
株
式
型
投
信
に
比
べ
新
規
性
を
有
し
そ
の
特
性
が
理
解
し
つ

ら
い
面
が
あ
る
こ
と
は
確
か
で
あ
る
。
し
か
し
、
他
方
に
お
い
て
、
被
控
訴
人
は
、
フ
ァ
ン
ダ

メ
ン
タ
ル
に
つ
き
、
少
な
く
と
も
利
回
り
の
変
動
が
あ
る
こ
と
ま
で
は
認
識
し
て
い
た
こ
と
、

投
資
信
託
自
体
は
新
商
品
で
は
な
く
前
記
三
で
補
正
済
み
の
原
判
決
が
説
示
す
る
よ
う
な
基
本

的
な
性
格
を
知
る
こ
と
に
困
難
な
事
情
は
特
に
見
受
け
ら
れ
な
い
こ
と
、
本
件
に
お
い
て
も
そ

の
性
格
に
つ
い
て
は
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
に
は
元
本
割
れ
の
危
険
性
が
あ
る
こ
と
が
小
さ
な
文
字
で

は
あ
る
が
記
載
さ
れ
て
い
る
こ
と
、
フ
ァ
ン
ダ
メ
ン
タ
ル
の
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
が
一
枚
限
り
で
、

記
載
さ
れ
て
い
る
文
字
数
も
少
な
い
こ
と
、
元
本
割
れ
が
あ
る
か
否
か
は
極
め
て
基
本
的
な
性

格
で
あ
っ
て
金
融
商
品
に
関
し
素
人
で
あ
っ
て
も
、
よ
り
利
回
り
の
良
い
金
融
商
品
を
求
め
て
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銀
行
預
金
か
ら
乗
換
え
よ
う
と
す
る
一
般
社
会
人
と
し
て
の
知
能
を
有
す
る
通
常
人
に
と
っ
て

は
、
株
式
を
組
入
れ
る
こ
と
に
つ
い
て
説
明
を
受
け
れ
ば
、
元
本
割
れ
す
る
か
否
か
に
つ
い
て

質
問
す
る
こ
と
も
困
難
で
は
な
く
、
原
告
は
フ
ァ
ン
ダ
メ
ン
タ
ル
の
損
失
が
確
定
し
、
さ
ら
に

新
日
鉄
ワ
ラ
ン
ト
の
損
失
が
確
定
し
た
後
に
お
い
て
も
新
た
な
資
金
に
よ
り
株
式
取
引
を
僅
か

な
が
ら
し
て
い
た
の
で
あ
っ
て
、
Ａ
も
原
告
か
ら
そ
の
質
問
を
仮
に
受
け
て
い
れ
ば
説
明
を
し

て
い
た
で
あ
ろ
う
と
予
想
さ
れ
る
の
に
原
告
は
こ
れ
を
し
な
か
っ
た
こ
と
を
考
慮
す
る
と
、
原

告
に
過
失
が
あ
っ
た
と
見
る
の
が
相
当
で
あ
っ
て
、
そ
の
割
合
は

を
相
当
と
認
め
る
。

五
割

こ
れ
に
対
し
、
原
告
は
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
等
書
面
を
何
も
受
領
し
て
い
な
い
し
、
書
面
を
示
し

て
説
明
を
受
け
た
こ
と
も
な
い
と
主
張
、
供
述
す
る
が
、
前
記
認
定
事
実
の
と
お
り
、
原
告
は

当
初
株
式
に
も
興
味
を
抱
い
て
購
入
し
、
価
格
の
変
動
に
関
し
て
も
店
頭
の
表
示
板
を
見
て
い

た
り
、
パ
ン
フ
レ

ッ
ト
の
送
付
を
受
け
て
自
ら
通
信
回
線
と
家
庭
用
ゲ
ー
ム
機
を
利
用
し
た

ホ
ー
ム
ト
レ
ー
ド
に
申
込
み
少
な
く
と
も
一
度
は
回
線
に
接
続
し
て
い
る
こ
と
等
に
鑑
み
る

と
、
商
品
知
識
に
関
し
て
あ
る
程
度
の
積
極
性
が
あ
っ
た
と
み
る
の
が
自
然
で
あ
り
、
原
告
が

何
ら
の
書
面
の
交
付
も
書
面
を
示
し
て
の
説
明
も
な
く
フ
ァ
ン
ダ
メ
ン
タ
ル
を
購
入
し
た
と
は

考
え
が
た
く
、
原
告
供
述
中
の
右
の
部
分
は
に
わ
か
に
信
用
し
が
た
い
。
一
方
、
リ
ー
フ
レ
ッ

ト
が
一
枚
限
り
の
も
の
で
多
数
の
顧
客
に
送
付
す
る
こ
と
を
予
定
し
て
い
る
と
見
る
の
が
自
然
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で
あ
り
、
こ
と
さ
ら
被
控
訴
人
に
対
し
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
の
送
付
を
し
な
い
理
由
が
見
当
た
ら
な

い
こ
と
等
に
鑑
み
る
と
、
こ
の
点
に
関
す
る
Ａ
証
言
の
信
用
性
は
高
い
と
い
え
、
前
記
認
定
事

実
の
と
お
り
、
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
の
送
付
を
行
っ
て
い
る
も
の
と
認
め
ら
れ
る
。

一
方
、
ワ
ラ
ン
ト
に
つ
い
て
は
、
新
し
い
商
品
で
あ
る
う
え
、
そ
の
性
格
等
理
解
が
困
難
な

側
面
が
あ
り
、
発
行
会
社
が
順
調
で
あ
っ
て
も
投
資
金
額
の
全
部
が
損
失
と
な
る
危
険
性
が
あ

る
こ
と
に
つ
い
て
は
、
証
券
会
社
等
か
ら
説
明
を
受
け
な
け
れ
ば
、
原
告
の
よ
う
に
投
資
経
験

が
ほ
と
ん
ど
な
い
者
に
と
っ
て
は
こ
れ
を
想
定
す
る
こ
と
さ
え
困
難
で
あ
る
と
い
え
る
。
よ
っ

て
、
ワ
ラ
ン
ト
に
関
し
て
は
原
告
に
過
失
は
認
め
が
た
い
。

以
上
に
よ
れ
ば
、
被
控
訴
人
の
損
害
賠
償
請
求
権
の
額
は
、
フ
ァ
ン
ダ
メ
ン
タ
ル
に
関
し
一

五
二
万
六
二
五
〇
円
、
ワ
ラ
ン
ト
に
関
し
九
五
万
四
六
二
七
円
と
な
り
、
合
計
二
四
八
万
〇
八

七
七
円
と
な
る
。

過
失
相
殺
と
損
益
相
殺
の
順
序

控
訴
人
は
、
過
失
相
殺
後
に
損
益
相
殺
を
す
べ
き
で
あ
る
と
主
張
す
る
。
し
か
し
、
そ
れ
は

損
害
の
発
生
を
説
明
時
又
は
買
付
時
と
解
す
る
こ
と
を
前
提
と
し
て
い
る
も
の
で
あ
る
と
こ

ろ
、
か
か
る
解
釈
が
採
用
で
き
ず
、
売
却
時
に
損
失
が
確
定
し
、
そ
の
額
は
購
入
額
と
売
却
額

と
の
差
額
、
す
な
わ
ち
損
益
相
殺
後
の
価
額
と
解
す
べ
き
こ
と
は
、
原
判
決
説
示
の
と
お
り
で
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あ
る
。
そ
う
と
す
れ
ば
、
過
失
相
殺
が
損
益
相
殺
の
後
に
行
わ
れ
る
べ
き
こ
と
は
明
ら
か
で
あ

る
か
ら
、
控
訴
人
の
主
張
は
理
由
が
な
い
。

附
帯
請
求

そ
し
て
、
附
帯
請
求
に
つ
い
て
は
、
本
件
の
債
務
不
履
行
に
基
づ
く
損
害
賠
償
請
求
権
が
期

限
の
定
め
の
な
い
債
務
で
あ
っ
て
催
告
を
要
し
、
少
な
く
と
も
訴
状
の
送
達
の
日
に
は
催
告
を

し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
と
こ
ろ
、
本
件
訴
状
の
送
達
は
平
成
九
年
一
一
月
一
一
日
に
な
さ
れ

た
こ
と
は
本
件
記
録
上
明
ら
か
で
あ
る
か
ら
、
そ
の
翌
日
が
附
帯
請
求
の
起
算
日
で
あ
る
と
考

え
ら
れ
る
。

第
四

結
論

以
上
に
よ
れ
ば
、
被
控
訴
人
の
訴
え
変
更
後
の
本
訴
請
求
は
、
被
控
訴
人
と
控
訴
人
と
の
間
に
お

、

、

、

（

）

い
て

被
控
訴
人
が

破
産
者
山
一
證
券
株
式
会
社
に
対
し

東
京
地
方
裁
判
所
平
成
一
一
年

フ

第
三
九
三
六
号
破
産
事
件
に
つ
き
、
別
紙
債
権
目
録
一
記
載
の
破
産
債
権
を
有
す
る
こ
と
の
確
定
を

求
め
る
限
度
に
お
い
て
理
由
が
あ
る
か
ら
認
容
し
、
そ
の
余
は
理
由
が
な
い
か
ら
棄
却
す
る
こ
と
と

す
る
。
な
お
、
控
訴
人
の
控
訴
に
か
か
る
甲
事
件
に
つ
い
て
は
、
前
記
の
と
お
り
既
に
旧
訴
に
つ
い

て
の
訴
え
の
取
下
げ
が
効
力
を
生
じ
て
い
る
以
上
、
裁
判
す
る
必
要
は
な
い
。

よ
っ
て
、
主
文
の
と
お
り
判
決
す
る
。
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（
口
頭
弁
論
終
結
の
日
・
平
成
一
二
年
三
月
七
日
）

大
阪
高
等
裁
判
所
第
一
民
事
部

裁
判
長
裁
判
官

松

尾

政

行

裁
判
官

熊

谷

絢

子

裁
判
官

坂

倉

充

信
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債

権

目

録

一

１

債
務
不
履
行
に
基
づ
く
金
二
四
八
万
〇
八
七
七
円
の
損
害
賠
償
請
求
権

２

１
の
債
権
に
対
す
る
平
成
九
年
二
月
一
二
日
か
ら
平
成
一
一
年
六
月
一
日
ま
で
の
年
五
分
の

割
合
に
よ
る
遅
延
損
害
金
一
九
万
二
六
九
二
円
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債

権

目

録

二

１

不
法
行
為
な
い
し
債
務
不
履
行
に
基
づ
く
金
四
一
九
万
八
四
二
一
円
の
損
害
賠
償
請
求
権

２

１
の
債
権
に
対
す
る
平
成
二
年
一
月
二
四
日
か
ら
平
成
一
一
年
六
月
一
日
ま
で
の
年
五
分
の

割
合
に
よ
る
遅
延
損
害
金
一
九
六
万
三
四
八
一
円


